
四
月
六
日

（
 

ー
 
火
）
晴
の
ち
小
 

雨
。
 

庁
舎
前
の
雪
 

ー
 
囲
い
も
す
っ
か

り
取
り
払
わ
れ
、
 

縁
石
の
補
修
を

終
っ
た
前
庭
は
 

す
が
す
が
し
い
、
め
ず
ら
し
く

二
本
松
市
長
の
石
川
信
義
氏
か

ら
親
書
を

い
た
だ
く
、
桜
前
線

も
北
上
し
て
今
は
こ
の
あ
た
り

か
と
思
う
。
 

教
育
長
室
で
小
山
国
体
事
務

局
次
長
と
国
体
室
強
化
等
に
つ

い
て
打
合
せ
を
し
て
い
る
う
ち

に
、
九
時
三
〇
分
か
ら
の
市
老

人
ク
ラ
ブ
連
合
会
創
立
十
周
年

記
念
大
会
の
開
会
を
し
ら
さ
れ

る
、
国
歌
斉
唱
、
黙
と
う
に
続

き
い
つ
も
な
が
ら
元
気
の
良
い

大
谷
連
合
会
長
の
ご
あ
い
さ
つ

で
は
あ
る
、
昭
和
三
八
年
老
人

福
祉
法
が
制
定
さ
れ
て
い
ら
い

ク
ラ
ブ
の
結
成
は
市
内
全
域
に

わ
た
り
、
今
で
は
八

ー
ク
ラ
ブ

四
、
五
〇
〇
人
の
会
員
を
擁
す

る
ま
で
に
成
長
し
た
。
同
じ
」
一

八
年
に
市
で
は
老
人
ホ
ー
ム
の

建
設
を
手
始
め
に
市
単
独
の
福

祉
事
業
の
み
で
も
二
〇
事
業
に

お
よ
ん
で
い
る
が
、
本
年
は
”
 

親
子
住
宅
〈
と
温
泉
利
用
の
”
 

老
人
と
子
供
の
家
《
の
建
設
を

進
め
て
い
る
。
と
こ
ろ
で
田
沢

康
三
郎
先
生
の
記
念
講
演
の
中

に
 
「老
後
の
生
活
に
張
り
と
潤

い
を
」
 
と
いう
ね
ら
い
で
ク
ラ
 
 

ブ
員
に
よ
る
清
掃
奉
仕
運
動
の

提
唱
が
あ
っ
た
が
、
我
が
市
で

す
で
に
三
年
前
か
ら
実
施
し
て

い
る
緑
の
奉
仕
員
活
動
が
裏
打

ち
さ
れ
た
思
い
で
あ
る
。
講
演

中
途
で
板
柳
町
村
上
町
議
と
河

川
公
園
内
グ
ラ
ン
ド
利
用
に

つ

い
て
の
要
請
を
受
け
、
講
演
を

終
っ
て
鶴
谷
団
長
と
団
長
会
開

催
に
つ
い
て
打
合
せ
、
木
村
太

陽
と
雪
の
課
長
に
小
鳥
の
森
運

動
に

つ
い
て
指
示
し
、
 一
時
三

〇
分
か
ら
交
通
事
故
防
止
市
民

大
会
に
出
席
。
大
会
後
、
県
斉

藤
河
川
課
長
、
武
尾
土
木
事
務

所
長
と
懇
談
、
五
一
年
度
国
直

轄
事
業
実
施
計
画
の
中
で
岩
木

川
改
修
費
前
年
度
六
億
六
千
万

円
、
本
年
度
一
〇
億
三
千
四
百

万
円
、
の
び
率

一
五
七
％
と
な

り
こ
れ
は
全
国
平
均
の
び
率

一

〇
九
％
に
比
べ
て
、
災
害
復
旧

を
加
え
た
と
は
い
え
念
願
の

一

〇
億
円
の
大
台
を
突
破
し
た
こ

と
は
ま
っ
た
く
感
謝
に
た
え
な

い
、
高
橋
土
改
課
長
は
松
野
木

川
調
整
費
で
、
山
田
都
計
課
長

は
河
川
公
園
で
、
中
川
建
設
課

補
佐
は
国
道
整
備
で
そ
れ
ぞ
れ

御
礼
と
お
願
い
を
申
し
上
げ
た

以
降
六
時
退
庁
ま
で
船
水
、
三

浦
両
課
長
、
山
上
消
防
次
長
、
 

長
内
副
長
、
原
副
主
幹
、
木
村

主
事
と
と
も
に
市
防
災
会
議
の

地
域
防
災
計
画
に
基
づ
く
総
合

防
災
体
制
に
つ
い
て
徹
底
的
な

打
合
せ
を
行
う
。
 

〔毎月2回・1日・15日発行〕 
叩 部 

（昭和33年9月10日第3種郵便物認可） 
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住
み
よ
い
緑
の
街
づ
く
り
と
 

社
会
資
本
の
充
実
 

佐々木市長 

佐
々
木

市
 
長
 
市
政
所
信
表
明
 

五
一
年
、
第

一
回

定
例
市
議
会
よ
り
 

昨
年
は
、
高
度
経
済
成
長
か

ら
低
成
長
へ
の
転
換
期
に
あ
た

り
、
わ
が
国
の
経
済
社
会
は
も

と
よ
り
地
方
公
共
団
体
の
行
財

政
は
、
か
っ
て
な
い
多
難
な
1
 

年
で
あ
り
ま
し
た
。
 

数
度
に
わ
た
る
政
府
の
懸
命

な
景
気
浮
揚
の
対
策
が
よ
う
や

く
効
を
奏
し
、
ど
う
や
ら
落
ち

着
き
を
見
せ
は
じ
め
て
参
り
ま

し
た
が
、
こ
の
影
響
で
地
方
自

治
体
は
財
政
硬
直
化
の
度
合

い

を
強
め
危
機
的
状
況
下
に
お
か

れ
て
い
る
現
状
で
す
が
、
こ
の

こ
と
は
、
当
市
と
て
例
外
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
 

本
年
も
引
き
続
き
厳
し

い
情

勢
が
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
 

高
福
祉
社
会
実
現
の
住
民
の
期

待
に
応
え
、
高
度
化
、
多
様
化

す
る
行
政
需
要
に
適
確
に
対
応

す
る
た
め
に
懸
命
の
努
力
を
注

ぐ
決
意
で
お
り
ま
す
。
こ
の
こ

と
か
ら
も
市
民
生
活
を
守

る
立
 
 

場
で
苦
し
い
財
政
の
中
か
ら
あ

え
て
固
定
資
産
税
の
減
税
に
踏

み
切
っ
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。
 

ま
た
、
市
民
の
声
を
市
政
に

反
映
さ
せ
る
た
め
に
「
市
政
モ

ニ
タ

ー
」
「
ジ
ュ
ー
ス
の
集
い
 

」
 
「あ
な
た
の
提
案
箱
」
等
を

実
施
し
て
参
り
ま
し
た
が
、
特

に
、
従
来
実
施
し
て
き
ま
し
た
 

「あ
な
た
の
意
見
を
聞
く
集
い
 

」
を
今
年
は
装
い
を
新
た
に
し
、
 

各
地
域
の
実
情
、
持
性
に
根
ざ

し
た
行
政
上
の
問
題
点
を
話
し

合

い
、
こ
れ
を
新
年
度
予
算
に

反
映
さ
せ
、
地
域
全
体
が
調
和

の
と
れ
た
発
展
策
を
方
向
づ
け

る
た
め
、
名
称
も
「
地
域
市
民

集
会
」
と
改
め
、
実
施
し
た
も

の
で
あ
り
ま
す
。
 

し
か
し
、
始
め
て
の
試
み
で

も
あ
り
、
必
ず
し
も
目
的
ど
お

り
期
待
で
き
な
か
っ
た
点
も
見

受
け
ら
れ
ま
し
た
の
で
こ
の
点

に
反
省
を
加
え
実
効
の
あ
が
る
 
 

よ
う
検
討
し
た
い
も
の
と
存
じ

ま
す
。
 

現
段
階
に
お

い
て
、
わ
が
国

の
中
期
な
い
し
長
期
に
わ
た
る

展
望
は
極
め
て
困
難
な
こ
と
で

す
が
、
大
方
の
意
見
の

一
致
す

る
と
こ
ろ
は
、
昭
和
4
9年
か
ら

今
日
に
至
る
不
況
か
ら
脱
出
し

た
と
し
て
も
、
そ
の
後
に
お
け

る
経
済
成
長
は
、
も
は
や
、
か

っ
て
の
よ
う
な
高
度
成
長
で
は

あ
り
得
ず
、
安
定
成
長
の
軌
道

に
乗
る
こ
と
が
望
ま
し
い
と
さ

れ
て
お
り
ま
す
。
 

こ
の
よ
う
に
経
済
の
移
行
す

る
中
で
、
地
方
自
治
体
は
先
ず

自
ら
の
努
力
に
お

い
て
こ
れ
ま

で
の
行
政
財
の
運
営
に
総
点
検

を
加
え
安
定
成
長
下
に
お

い
て

予
想
さ
れ
る

一
般
財
源
の
伸
び

の
鈍
化
等
、
条
件
変
化
に
対
応

す
る
財
政
体
質
の
改
善
を
行
う

こ
と
が
必
須
の
前
提
と
痛
感
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
 

次
に
、
こ
れ
ら
を
背
景
と
し

た
新
年
度
予
算
の
概
要
に
つ
い

て
、
ご
説
明
申
し
上
げ
ま
す
。
 

施
策
の
重
点
事
項
と
し
て
は

〇
高
福
祉
社
会

の
推
進
 

〇
教
育
文
化
の
振
興
と
青
少
年

の
健
全
育
成
 

〇
農
政
を
重
点
と
し
た
産
業
の

振
興
 

〇
住
み
よ
い
緑
の
街
づ
く
り
と

社
会
資
本
の
充
実
 

以
上
四
点
を
柱
と
し

て
予
算

を
編
成
し
た
も
の
で
あ
り
ま
す

が
、
前
述
の
如
く
、
思
う
に
任

せ
な
い
財
政
事
情
に
あ
る
こ
と

か
ら
、
こ
れ
ま
で
の
慣
習
に
と

ら
わ
れ
る
こ
と
な
く
事
業
の
厳

選
は
申
す
ま
で
も
な
く
財
源
の

重
点
的
、
効
率
的
な
配
分
に
よ

り
、
事
業
効
果
を
最
大
限
に
発

揮
で
き
る
よ
う
財
政
の
健
全
性

を
維
持
し
な
が
ら
住
民
福
祉
の

向
上
を
指
向
し

つ
つ
景
気
浮
揚

を
図
る
た
め
に
積
極
型
予
算
と

し
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。
 

そ
の
主
な
る
事
業
の
内
容
に

つ
い
て
ご
説
明
申
し
上
げ
ま
す

が
、
先
ず
「
高
福
祉
社
会

の
推

進
」
 
と
して
は
 

〇
広
田
団
地
に
建
設
す
る
公
営

住
宅
4
0戸
、
こ
の
う
ち
全
国
で

も
初
め
て
の
ケ
ー
ス
と
し
て
取

り
上
げ
た
親
子
の
断
絶
解
消
を

図
る
た
め
の
親
子
住
宅
8
戸
の

建
設
 

〇
庁
舎
地
下
温
泉
を
活

用
し
、
 

子
供
プ
ー
ル
等
を
施
設
し
た
老

人
憩
の
家
の
建
設
 

〇
高
層
ビ
ル
建
築
に
対
処
の
た
 
 

め
、
4
0冒
級
梯
子
車
を
含
め
た

消
防
施
設
整
備
 

第
二
点
の
「
教
育
文
化
の
振

興
と
青
少
年
の
健
全
育
成
」
 
に

つ
い
て
は
 

〇
広
く
市
民
の
体
育
振
興
の
場

で
あ
り
、
そ
し
て
国
体
を
成
功

さ
せ
る
た
め
、
当
市
の
開
催
種

目
で
あ
る
柔
道
会
場
と
し
て
活

用
し
、
ま
た
同
時
に
4
種
目
の

競
技
が
開
催
で
き
る
市
民
総
合

体
育
館
の
建
設
 

〇
待
望
さ
れ
た
勤
労
青
少
年
ホ
 

ー
ム
の
新
設
 

〇
飯
詰
地
区
の
勤
労
青
少
年
体

育
セ
ン
タ
ー
の
整
備
 

〇
生
徒
の
急
増
に
伴
う
五
所
川

原
小
学
校

の
増
築
 

〇
5
2年
国
体
の
リ
ハ
ー
サ
ル
と

し
て
本
年
の
5
月
と
9
月
に
行

な
わ
れ
る
柔
道
、
ソ
フ
ト
ボ

ー
 

ル
大
会
に
必
要
な
経
費
を
含
め

た
国
体
実
行
委
員
会

へ
の
補
助

第
3
点
の
 
「農
政
を
重
点
と

し
た
産
業
の
振
興
」
で
は

〇
一
般
農
道
の
整
備
事
業

〇
津
軽
中
央
広
域
農
道
の
整
備

事
業
 

〇
高
生
産
農
業
を
展
開
す
る
構

造
改
善
事
業
 

〇
農
業
施
設
災
害
復
旧
事
業

〇
新
農
業
セ
ン
タ
ー
の
整
備

〇
中
小
企
業
特
別
融
資
対
策
事

業
 

〇
卸
売
市
場
整
備
補
助
 

〇
土
地
の
国
勢
調
査
と
も
い
う

べ
き
国
土
調
査
事
業
 

第
4
点
の
「
住
み
よ
い
緑
の

街
づ
く
り
」
 
につ
い
て
は
 
 

〇
道
路
、
側
溝
新
設
改
良
整
備

事
業
 

〇
第
2
工
区
区
画
整
理
事
業

〇
下
水
道
整
備
事
業
 

〇
公
園
整
備
事
業
 

〇
都
市
計
画
街
路
整
備
事
業

〇
じ
ん
介
収
集
車
購
入
 

〇
交
通
安
全
施
設
の
整
備
 

以
上
が
主
な
る
事
業
の
概
要

で
あ
り
ま
す
。
 

こ
の
機
会
に
付
言
し
た
い
事

は
現
在
の
硬
直
化
は
見
方
を
変

え
て
意
味
を
と
れ
ば
行
財
政
の

姿
勢
を
正
す
絶
好

の
機
会
だ
と

思
い
ま
す
。
行
政
が
社
会
の
変

化
を
予
見
し
な
が
ら
、
こ
れ
に

よ
っ
て
発
生
す
る
で
あ
ろ
う
問

題
を
先
取
り
す
る
こ

と
が
重
要

で
あ
る
こ
と
は
、
論
を
ま
た
な

い
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
が
、
意

識
の
多
様
化
、
価
値
感
の
変
化

の
著
し
い
現
在
、
先
見
性
を
確

立
す
る
こ
と
は
大
変
困
難
な
こ

と
で
す
が
限
ら
れ
た
財
源
の
中

で
い
か
な
る
行
政
を
ど
う
選
択

す
る
か
と
い
う
根
本
的
な
行
政

の
あ
り
方
を
ふ
ま
え
た
行
財
政

の
よ
り
計
画
的
な
運
営
も
重
要

な
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
 

し
か
し
、
地
方
の
行
政
財
が

国
の
行
財
政
の
運
営
に
多
く
の

影
響
を
受
け
る
こ
と
か
ら
し
て

国
の
行
政
の
や
り
方
も
こ
の
よ

う
な
時
に

こ
そ
根
本
的
な
検
討

が
行
わ
れ
る
よ
う
強
く
期
待
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
 

ま
た
、
5
2年
国
体
を
控
え
て
、
 

最
も
整
備
さ
れ
た
好
条
件
の
も

と
で
の
競
技
を
望
む
も
の
で
あ
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交通安全功労者を表彰 

交通事故防止市民大会 

り
ま
す
が
、
こ
の
た
め
の
施
設

の
整
備
は
勿
論
受
入
れ
体
制
の

整
備
に

つ
い
て
は
、
体
協
関
係

者
、
広
く
市
民
各
位
の
ご
理
解

を
得
な
が
ら
、
市
民
運
動
の
効

率
的
な
展
開
を
計
画
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
 

次
に
、
特
別
会
計
に
つ
い
て

ご
説
明
申
し
上
げ
ま
す
。
 

先
ず
、
国
保
事
業
会
計
の
予

算
で
す
が
、
老
人
医
療
費
の
無

料
化
に
加
え
て
高
額
医
療
費
の

取
り
扱
い
や
給
付
内
容
の
改
善

等
に
よ
り
、
こ
の
ま
ま
推
移
し

ま
す
と
5
1年
度
に
お
い
て
約
3
 

千
万
円
程
度
の
赤
字
が
生
ず
る

見
と
お
し
と
な
り
ま
し
た
の
で

や
む
を
得
ず
こ
の
対
策
に
つ
い

て
国
保
運
営
審
議
会
へ
諮
問
し

そ
の
答
申
に
基
づ
き
平
均
割
及

び
世
帯
別
平
等
割
の
額
を
引
き

上
げ
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。
 

ま
た
水
道
事
業
会
計
に
つ
い

て
は
昭
和
4
8年
に
日
本
水
道
協

会
の
経
営
診
断
に
基
づ
き
市
総

合
開
発
審
議
会
に
料
金
改
訂
を

諮
問
し
た
と
こ
ろ
で
す
が
そ
の

際
は
累
積
赤
字
を
タ
ナ
上
げ
し

改
訂
率
を
引
き
下
げ
て
2
年
後

に
更
に
検
討
す
る
と
の
条
件
で

答
申
を
得
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。
 

そ
の
後
、
常
に
能
率
的
な
経

営
と
業
務
改
善
に
努
力
を
重
ね

て
参
り
ま
し
た
が
、
現
在
こ
の

ま
ま
で
推
移
し
ま
す
と
、
昭
和
 

5
3年
度
ま
で
に
は
約
3
億
円
の

累
積
赤
字
が
想
定
さ
れ
、
事
業

の
正
常
な
運
営
は
極
め
て
憂
慮

さ
れ
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。
 

こ
の
こ
と
か
ら
、
水
道
料
金

の
改
訂
に
つ
い
て
、
市
総
合
開

発
審
議
会
へ
諮
問
し
ま
し
た
と

こ
ろ
、
3
回
に
わ
た
る
審
議
の

結
果
、
家
庭
用
五
四
・
七
％
、
 

そ
の
他
六
十
％
の
改
訂
率
で
答

申
を
い
た
だ
き
ま
し
た
の
で
今

後
は
な
お

一
層
、
財
政
の
健
全

化
を
図
り
経
営
の
合
理
化
等
に

よ
り
市
民
今
の
サ
ー
ビ
ス
向
E
 

に
努
め
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。
 

最
後
に
、
事
務
、
事
業
の
見

直
し
、
経
費
の
節
減
、
合
理
化

の
た
め
に
精
力
的
に
取
り
組
む

決
意
で
お
り
ま
す
か
ら
議
員
各

位
、
そ
し
て
主
権
者
で
あ
る
市

民
各
位
の
ご
協
力
と
ご
鞭
健
を

一
層
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
 

老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
 

創
立
十
周
年
記
念
式
典
 

五
所
川
原
市
老
人
ク
ラ
ブ
連

合
会
は
、
創
立
十
周
年
を
記
念

し
て
六
日
午
前
一
〇
時
か
ら
市

民
文
化
会
館
に
約
二
〇
〇
人
が

出
席
し
盛
大
に
開
か
れ
た
。
 

式
典
は
物
故
者
に
黙
と
う
を

さ
さ
げ
た
あ
と
、
大
谷
会
長
が
 

「常
に
健
康
を
保
持
し
そ
の
知

識
と
経
験
を
社
会
に
役
立
て
、
 

い
つ
ま
で
も
若
い
人
々
に
愛
さ

れ
る
老
人
に
な
ろ
う
」
 
と
あ
い

さ
つ
、
続
い
て
歴
代
連
合
会
長

や
単
位
ク
ラ
ブ
会
長
な
ど
を
表

彰
し
た
あ
と
、
田
沢
康
三
郎
氏

の
「
心
豊
か
な
老
後
を
生
き
ぬ

く
た
め
に
」
 
と
いう
記
念
講
演

が
あ
っ
た
。
 

市
交
通
事
故
防
止
市
民
大
会

は
、
六
日
午
後
一
時
三
〇
分
か

ら
市
民
文
化
会
館
ホ
ー
ル
に
約

四
〇
〇
人
が
参
加
し
て
、
交
通

事
故
撲
滅
を
誓
い
あ
っ
た
。
 

大
会
は
ま
ず
、
交
通
安
全
に

功
労
の
あ
っ
た
団
体
、
五
団
体
、
 

個
人
三
〇
人
に
対
し
て
表
彰
を

行
い
、
大
会
長
の
佐
々
木
市
長
、
 

秋
田
、
櫛
引
両
県
議
の
あ
い
さ

つ
が
あ
り
、
続
い
て
市
民
を
代

表
し
て
町
内
会
連
合
会
副
会
長

の
寺
田
清
氏
が
交
通
安
全
に
対

す
る
決
意
を
表
明
し
閉
会
し
た

表
彰
者
 

△
団
体
 
五
所
川
原
小
学
校

交
通
事
故
防
止
対
策
委
員
会
、
 

五
所
川
原
市
交
通
安
全
母

の
会
 

排
水
使
用
料
の

徴
収
に
協
力
を
 

松
島
団
地
排
水
使
用
料
の
徴

収
の
た
め
、
松
島
町
二
丁
目

一

二
番
地
の
長
尾
与
広
氏
が
委
託

徴
収
者
と
し
て
各
家
庭
に
お
伺

い
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
排
水

使
用
料
の
納
入
に
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。
 

心
配
ご
と
相
談
所
 

開
設
の
お
知
ら
せ
 

市
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
 

毎
週
水
曜
日
に
心
配
ご
と
相
談

所
を
開
設
し
て
お
り
ま
す
が
、
 

五
月
の
相
談
日
は
つ
ぎ
の
と
お

り
で
す
の
で
お
気
軽
に
ご
利
用

下
さ
い
。
 

△
月
日
 
五
月
一
二
日
、
 
一
九
 
 

飯
詰
分
会
、
長
橋
婦
人
指
導
隊

三
中
地
区
交
通
安
全
教
育
推
進

地
区
協
議
会
、
五
所
川
原
警
察

署
、
 

△
個
人
 
石
岡
ヒ
サ
、
其
田

隆
、
其
田
か
つ
子
、
藤
森
兼
世
、
 

安
田
専
治
、
尾
崎
さ
き
、
山
谷

清
、
工
藤
み
つ
え
、
対
馬
倉
右

工
門
、
工
藤
鉄
男
、
三
浦
広
光
、
 

古
川
栄
子
、
前
田
文
弘
、
後
藤

恭
市
、
成
田
政
美
、
小
田
桐
秀

則
、
三
上
行
夫
、
大
谷
慶
作
、
 

桜
井
正
己
、
今
幸
雄
、
三
浦
勝

三
、
中
谷
勝
太
郎
、
久
未
せ

つ
、
 

工
藤
し
お
、
藤
田
レ
ッ
、
天
坂

し
げ
子
、
小
笠
原
葉
子
、
三
浦

英
子
、
対
馬
栄
美
子
、
木
村
チ

セ
。
 

日
、
二
六
日
 

△
時
間
 
毎
日
九
時
三
〇
分
ー
 

三
時
迄
 

△
場
所
 
市
役
所
、
生
活
環
境
 

課
内

（
市民
相
談
室
）
 

経
営
耕
地
面
積
の
 

申
告
書
に
つ
い
て
 

△
三
月
十
五
日
頃
行
政
連
絡

員
か
ら
農
家
の
方
々
に
配
布
さ

れ
た
申
告
書
は
、
五
十

一
年
度

産
米
の
政
府
売
渡
数
量
を
配
分

す
る
基
礎
と
な
り
ま
す
か
ら
、
 

ま
だ
申
告
し
て
い
な
い
方
は
至

急
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。
 

△
申
告
が
な
い
場
合
、
水
田

を
耕
作
し
て
い
な
い
と
見
な
さ

れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
 



④ 
（第3種郵便物認可） 昭和51年（1976年）4 月15日（374号） 広報ごしよがわら 

高福祉社会への推進 

(1）公営住宅の建設 

（親子住宅8戸を含む） 

(2） 老人憩いの家建設 

(3）消防施設整備事業 

(4）病院整備対策費 

306,897 

33,120 

76,932 

40,000 

出 

I7万2千円

受会計〉 

教育文化の振興と 

青少年の健全育成 

昭和51年度特別会計 

国民健康保険事業勘定 
	 1,334,508千円 

市立高等看護学院 
	 26,106千円 

長者森平和公園造成事業 
	 54. 000千円 

教育費 

10億3,912万円 

(16.3 %) 

昭和51年度水道事業会計 

収益的収入… 265.6 28千円

収益的支出… 180.927千円 
資本的収入 	0 千円 
資本的支出 	56 一 250千円 

(1）市民総合体育館の建設 	318,206 

(2） あすなろ国体実行委員会補助 14,000 

(3）勤労青少年ホーム建設 	96,130 

(4）体育センター整備費 	 6,150 

(5）五小増築事業費 	 28,192 

、 

’雷 

年度病院事業会計 

難難誓 本的竪敏駕 



⑤ 広報ごしよがわら 	 昭和51年（1976年）4 月15日（374ン」 
（第3種郵便物認可） 

住みよい街づく り 

(1）道路改良整備事業 175 ,500 

(2）区画整理事業 132 ,176 

(3）下水道整備事業 102 ,702 

(4）公園整備事業 62 ,818 

(5）街路整備事業 52 ,934 

(6）塵芥収集車購入費 3,950 

(7）交通安全事業費 5,000 

(1） 	一般農道整備事業 107 ,594 

(2）広域農道整備事業 102 ,024 

(3）農業構造改善事業費 67 ,647 

(4）農業災害復旧事業 28 ,046 

(5）国土調査事業費 13 ,542 

(6） 農業センター整備費 7,000 

(7）公有林整備事業 4,500 

(8）中小企業特別融資対策費 80 ,000 

(9）卸売市場整備補助金 15 ,176 

その他 
5 億6,187万3千円 

県支出金 

3億9,872万6千円 

(6.3 %) 

市債 
5億8,670万円 

(9.2%) 

諸収入 

6億6,885万5千白 

(10.5%) 

農政を重点とした産業の振興 

土 木 費 

10億4,299万6千円 

(16.4 %) 

4億7,596万9千円 

(7.5 %) 

その他 
3億5,932万6千円 

(5.5 %) 

消防費 
2億9,004万円 

(4.6 %) 
公債費 

2億9,896万9千円 

(4.7 %) 	一ー“ 

3億1,421万4千円 

(4.9 %) 

歳 

63億6,6 

〈一舟 

、 衛生費 



⑥
 

（第3種郵便物認可） 	 広報ごしょがわら 	 昭和51年（1976年）4 月15日（374号） 

来
年
の
国
体
を
前
に
本
年

五
月
二
十
八
日
ー
三
十
日
に

わ
た
る
三
日
間
（
雨
天
順
延
 

）
日
本
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
協
会

主
催
、
県
及
び
県
教
委
、
市
、
 

市
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
協
会
共
催

の
も
と
に
岩
木
河
畔
北
斗
グ

ラ
ウ
ン
ド
で
全
国
二
十
四
チ
 

ー
ム
が
攻
防
の
火
ぶ
た
を
切

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
 

市
国
体
実
行
委
員
会
で
は
 

フ
エ
ン
ス
（
球
場
の
ま
わ
り

を
囲
む
金
あ
み
の
さ
く
、
縁

色
）
も
す
で
に
発
注
し
、
ト

イ
レ
の
設
計
等
も
出
来
上
り

整
地
に
入
る
態
勢
も
確
立
し

万
全
の
準
備
に
大
童
で
あ
る
。
 

霊
峰
岩
木
山
を
前
方
に
望
み

四
球
場
も
土
堤
の
上
、

コ
ン

ク
リ
ー
ト
の
観
覧
席
か
ら
な

が
め
ら
れ
る
の
で
、
当
日
は

さ
ぞ
見
事
だ
ろ
う
と
思
わ
れ

る
。
み
ん
な
で
応
援
し
、
選

手
の
美
技
に
酔

い
た
い
も
の

で
あ
る
。
 

No. 1 9 
全日本女子実業団 
ソフトボール大会 

れ
て
い
ま
す
。
 

ま
た
、
買
い
入
れ
よ
う
と
す

る
農
地
を
含
め
て
農
業
経
営
耕

地
面
積
が

一
八
四
・
五
ア
ー
ル

以
上
と
な
る
こ
と
。
 

く
わ
し
い
こ
と
は
、
農
業
委

員
会
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
 

農
業
委
員
会
 

市
本
庁
 
四
階
 

電
話
 
⑤
局
二
一
一

一
番
 

（
内線
三

一
三
番
）
 

生
活

環
境
 

パ
ト

ロ
ー
ル
本
部
 

4
 

わ

m
 

住
み
よ
い
 

環
境
づ

く
り
に
 

訊

5
 

国
体
は
 
ぼ
く
と
あ
な
た
の
 
市
民
の
輪
 

農
業

者
年
金
 

昌

加
入
手
続

き
を
早
く
昌
一
 

税金を余分に 

申告していませんか 

次
の
方
々
は
、
今
年
中
に
加

入
手
続
き
を
し
な
い
と
、
年
金

受
給
権
に
結
び

つ
か
な
く
な
っ

た
り
、
加
入
で
き
な
く
な
っ
た

り
し
ま
す
の
で
、
農
協
で
早
く

手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。
 

△
当
然
加
入
 

大
正
八
年
一
月
ニ
日
か
ら
大

正
九
年
一
月
一
日
ま
で
に
生
ま

れ
た
国
民
年
金
の
被
保
険
者
で

自
分
名
義
の
農
地
五
十
ァ
ー
ル
 

（
五反
十
三
歩
）
以
上
の
農
業

経
営
主
。
 

△
任
意
加
入
 

昭
和
十

一
年
一
月
ニ
日
か
ら

昭
和
十
ニ
年
一
月
一
日
ま
で
に

生
ま
れ
た
国
民
年
金
の
被
保
険

者
で
 

①
自
分
名
義
の
農
地
三
十
ァ
 

ー
ル

（三
反
八
歩
）
以
上
五
十

ア
ー
ル
未
満
の
園
芸
施
設
経
営

主
。
 

②
農
業
生
産
法
人
の
営
む
農

業
に
常
時
従
事
し

て
い
る
構
成

員
。
 

③
五
十
ァ

ー
ル
以
上
耕
作
し

て
い
る
農
業
経
営
主
の
後
継
者
。
 

農
業
者
年
金
は
農
業
経
営
主

と
そ
の
後
継
者
の
た
め
の
年
金

で
す
。
 

加
入
す
る
資
格
が
あ
り
な
が

ら
、
ま
だ
加
入
し
て
い
な
い
方

は
す
ぐ
加
入
し
ま
し
ょ
う
。
 

加
入
の
手
続
き
は
、
農
協
で
 
 

行
っ
て
お
り
ま
す
。
 

く
わ
し

い
こ
と
は
、
農
協
か
 

農
業
委
員
会
に
ご
相
談
く
だ
さ
 

し
 農

業
者
年
金
基
金
で
は
、
農

業
者
年
金
事
業
の
ほ
か
、
次
の

よ
う
な
事
業
も
行
っ
て
い
ま
す

の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
 

離
農
給
付
金
の
支
給
 

自
作
地
三
十
ア
ー
ル
以
上
に

つ
い
て
、
農
業
を

い
と
な
ん
で

い
る
農
業
経
営
主
で
、
引
き
続

き
五
年
以
上
農
業
を
行
な
う
か

農
業
に
従
事
し
て
い
た
人
が
、
 

離
農
し
た
場
合
に
離
農
給
付
金
 

（七
十
七
万
円
ま
た
は
三
十
三

万
円
）
が
支
給
さ
れ
ま
す
。
 

支
給
要
件
 

①
農
業
経
営
の
用
に
供
し
て

い
る
自
作
地
ま
た
は
小
作
地
の

全
部
を
処
分
し
て
農
業
経
営
を

や
め
る
か
、
ま
た
は
十

ァ
ー
ル

以
下
の
規
模
に
農
業
を
縮
小
す

る
こ
と
。
 

②
自
作
地
は
「
適
格
な
第
三

者
」
に
所
有
権
を
移
譲
す
る
か

ま
た
は
十
年
以
上
の
使
用
収
益

権
の
設
定
を
す
る
こ
と
。
 

小
作
地
は
、
使
用
収
益
権

の

設
定
も
し
く
は
移
転
を
行
な
う

か
、
ま
た
は
地
主
に
返
還
す
る

こ
と
。
 

※
 
「適
格
な
第
三
者
」
と
は

△
農
業
者
年
金
の
加
入
者
 

（
後
継
者
で
後
継
者
加
入
を
し

て
い
る
も
の
は
除
か
れ
ま
す
）
 

△
農
業
者
年
金
の
加
入
者
で
な

い
場
合
 

農
地
等
を
譲
り
受
け
る
時
点

で
、
年
齢
が
六
十
歳
未
満
で
、
 

次
の
ア
、
ま
た
は
イ
、
の
い
ず

れ
か
に
該
当
す
る
者
 

自
分
名
義
の
経
営
農
地

が
五
十
ァ
ー
ル
以
上
あ
る
経
営

主
。
 

自
分
名
義
の
経
営
農
地

が
三
十
ァ
ー
ル
以
上
五
十
ァ

ー
 

ル
未
満
で
、
年
間
の
投
下
労
働

時
間
が
七
百
時
間
以
上
あ
る
経

営
主
。
 

△
農
業
生
産
法
人
、
農
地
保
有

合
理
化
法
人
等
 

く
わ
し

い
こ
と
は
、
農
業
委

員
会
に
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。
 

農
地
等
買
入
資
金
の
融
資

農
業
者
年
金

の
加
入
者
が
、
 

離
農
し
よ
う
と
す
る
人
か
ら
農

地
等
を
買
い
入
れ

て
経
営
規
模

の
拡
大
を
図
ろ
う
と
す
る
場
合

そ
の
農
地
を
買

い
入
れ
る
た
め

に
必
要
な
資
金
の
貸
付
け
を
行

っ
て
い
ま
す
。
 

貸
付
条
件
 

利
率
 
年
 

三
分
 

貸
付
額
 
三
十
万
円
以
上
 

限
度
額
な
し
 

返
済
方
法
 
元
利
均
等
年
賦
 

支
払
い
 

償
還
期
限
 
三
十
年
以
内

※
貸
付
け
対
象
農
地
は
農
振
法

で
定
め
ら
れ

て
い
る
農
用
地
区

域
内
の
農
地
で
、
三
十
ァ
ー
ル

以
上
買
い
受
け
る
も
の
に
限
ら
 

昭
和
五
十
年
分
所

得
税
の
確

定
申
告
の
受
付
は
、
三
月
十
五

日
で
終
わ
り
ま
し
た
。
と
こ
ろ

で
、
あ
な
た
の
確
定
申
告
は
ま

ち
が
っ
て
い
ま
せ
ん
か
。
 

も
し
、
ま
ち
が

い
が
あ
り
ま

し
た
ら
次
の
手
続
が
必
要
で
す
。
 
 

▲
 
余
分
に
申
告
し
た
場
合

来
年
三
月
十
五
日
ま
で
に
「
 

更
正
の
請
求
」
を
す
れ
ば
、
税

金
が
戻
り
ま
す
。
 

▲
 
少
な
く
申
告
し
た
場
合

正
し
く
計
算
し
な
お
し
て
、
 

「修
正
申
告
書
J
を
早
め
に
提

出
し
ま
し
ょ
う
。
 

▲
 
確
定
申
告
を
忘
れ

て
い
た

場
A
ロ
 

所
轄
の
税
務
署
で
、
早
め
に

確
定
申
告
を
す
ま
せ
ま
し
ょ
う
。
 

申
告
書
用
紙
や
申
告
手
続
き

な
ど
に
つ
い
て
の
お
た
ず
ね
は

最
寄
り
の
税
務
署
税
務
相
談
室

へ
ど
う
ぞ
。
 

ア
“
一・
ンマ
ッ
タ
 

ド
ウ
シ
ョ
ウ

・
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新しい図書のごあんない 

市立図書館 

1.哲学（思想・心理・道徳・宗教・神社など） 

子
澄

助
次
宏
 

名
美
 
之

信
守
 

者
都
 
幸
 

著

沢
原
下
橋
野
 

田
 
田
松

高
河
 

ら

指
摩
 

50 

学

P
 出
書
 

デスモンド・モリス 

H
 宝

安
凡
 

・

福
 

の
 

一
一
」
 

ョ
 

、
ン
 

ー
 

ケ
 

を
 
念

か
コ
 

れ
の
 

ひ
 

の
 
ュ
 

せ
 
幸
道
 
心

想
ふ
愛
 

研
版

店

社
 

ぎ

道

く
針
力
 
ン
 

宇

P
 三

平
平
 

ク
 
ク
 
ク
 
ク
 
ク
 

書 	 名 

ら 

福 の 

発行所

大和山出版部 

宙 学 研 

乙歴史（各国の歴史‘伝記・地理など） 

防 衛 庁 青森方面海軍作戦 

Jレネ・ガルデイ 秘 境 マ ン ダ ラ

山 上 筆 介 続っ がる の夜明 け

宮 城 一 男 み ち の く の石の旅 

水 上 	勉 日 本 紀 行 

永 井 路 子 歴史のヒロイ ンたち

防 衛 庁 陸軍航空兵器の開発

渡 辺 ひ ろ し 未来への遺産（ 1~ 3) 

吉 	野 	寿 郎 日本地誌（ 1~ 18 ) 

朝日で聞社日本の彰蕪 ()1215 

支那事変陸軍作戦 

山
 
宮
水
永
防
渡

吉
朝
 

防
 

成
笹
 

上
 
城

上
井
 

辺
野
 

日
 

衛
 
ひ
 
新
 

筆
一
 
路
 
寿
 

ろ

‘
」
聞
 

イ
介
男
勉

子
庁
 
し

郎
 
社
 

田
森
 

ク
 
衛
 
み
 未
 

五
 

貞
 

庁
 
郎
 
一
 

防
 
衛
 
庁
 
海
 
軍
 
軍
 
戦
 
備

海
 

信
前
 弘

 

為
 
の
 

・

し

軽
 
かつ

 

津
な
 

社
房
 

圭
日
 

曇
 

見
 

朝
一
一
 

房

社
社
社
 
研
房
 

？

凡
風

雲
習
？
 

津
平
光

朝
学

一
一
 
朝日新聞社 

ク 

朝 雲 社 

陸奥新報社 

東奥日報社 

ク 

ク 

49 

50 

ク 

5
0
 4
9
 5
0
 
ク
 
ク
 
ク
 
ク
 
ク
 
ク
 

ク
 

h
 ク
 
ク
 
ク
 
中
 

水
田
総
合
利
用
対
策
の

実
施
に
つ
い
て
 

△
農
家
の
皆
さ
ん

の
ご
協
力

に
よ
り
四
十
六
年

度
か

ら
行
な

わ
れ

て
き
た
 
「米
生
産
調
整

及

び
稲
作
転
換
対
策
」
は
五

十
年

度
で
終

り
、
あ
ら

た
に
 
「水
田

総
合
利
用
対
策
」
が

五
十

一
年

度
か
ら
五
十

三
年
度
ま
で

の
三

年
間
行
な
わ
れ

ま
す
。
 

△
四
十
六
年

度
か

ら
五
十
年

度
ま
で
五
年

間
補
助
金
を
受
け

た
リ
ン
ゴ

・
ク
ル
ミ
・
ク
リ
・

ブ
ド

ウ
は
五
十

一
年
度
か

ら
補

助
金
は

で
ま
せ
ん
。
 

△
松
・
杉
・
養

魚
地

の
補
助
 

△
奨
励
金

の
対
象
と
な
る
作

物
と
奨

励
金

の
額
は
下
記
の
表

の
と
お

り
で
す
。
 

金
は

五
十
年

度
で
終

り
ま
し
た
。
 

△
補
助
金
が

で
な
く
な
っ

た

転
作
地
に
は
、

補
助
対
象

と
な

る
作
物
を
作
付
し

て
も
補
助
金

は
で
ま
せ
ん
。
 

△
五
十

一
年
で
転
作
す
る
方

は
、
四
月
二
十
日
か

ら
五
月
十

日
ま
で
受
付
し

ま
す
の
で
印

鑑

を
ご
持
参

の
う
え
農
林

課
ま
で

お

い
で
く
だ
さ
い
。
 

△
く
わ
し

い
こ
と
は
農
林
課

の
方

へ
お
間
い
あ
わ

せ
し

て
く

だ
さ
い
。
 

農業賃金標準額決まる 
1.農業日雇賃金 

こ
い
の
ぼ

り
の
季
節
に

な
り
 

ま
し
た
。
 

こ
い
の
ぽ
り
が
電
線
に
巻

き
 

つ
い
た
り
、

ポ
ー
ル
が
電
線
に
 

触
れ

る
と
危
険

で
す
。
 

電
線
か

ら
十
分
は
な
れ

た
場
 

所

へ
た
て
ま
し
よ

う
。
 

感
電
に
 

注
意
ノ

・
 

一
  
田
畑
別
  

~～二二～一こここ 
51 	年 度 標 準 額 

男 女 

水
 
田
 

田 	 植 1 日 当 り 賄な し 2,舶0 円 乙900 円 

除 	 草 ク 2, 700 2,700 

稲 	 刈 ク 2,900 2.800 

同 	上 	島 	刈 島
 
0
 
m

」
 
 

36 
脱 	穀 	調 	整 1 日 当 り 賄な し 

一
 

 
畑
  

りんご勢定（特技者を除く） 1 日 当 り 賄な し 3,6 00 
り ん ご 人 工 授 紛 1日当り能力3.500 枚 2,600 2,600 

り 	ん 	ご 	摘 	果 1 	杷 2,600 2,600 

り 	ん 	ご 	袋 	掛 ク 2,100 	- 	2,700 

同 	 上 ク 56 

り ん ご 薬 剤 散 布 1 日 当 り 賄な し 2,700 m
  り 	ん 	ご 	収 	穫 ク 2,500 2,400 

― 	般 	農 	作 	業 ク 2,600 2,400 

機
械
別
 

作 業 	 別 51年度標 準 額 

耕
 

転
 
機
 

田 	打 砕 き 10 	a 	当 	り 3,800 円 

畑 	打 砕 き ク 3,700 

田 	荒 し ろ か き (2回） 3,100 
田 	植 し ろ か き (2回） 2,800 
耕起 よ り し ろ か き 10 	a 	当 	り 9,100 

全 自 	動 脱 穀 機 1日当り人1人付 14,100 
ノぐ イ 	ン ダ 糸持 10 a 当 り 8,100 

草 刈 機 1 	日 	当 	り 7,500 
ノ、 一 	べ ス タ ー 人付 10 a 当 	り 5,300 
コ ン 	バ イ ン ク 13,500 

．耕転機借料 

機 種 51 年度標準額 

耕 転 機 1 	日 	当 	り 8.800 H 
才 ペ レ タ 等 の 賃 金 1日 	当 	りl4.800Iり 1時間当り I 	710 H 

作 目 の 種 類 10 a 当り平均額 

大豆、飼料作目、野菜、新植果樹、麦、そば 48,000円 

大豆以外の豆類、雑殻類 43,000 

たばこ、花き花木、種苗類 38,000 

47年以降に転作した果樹類 50年度と同額 

土地改良通年施行 38,000 
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環
境
緑
化
ま

つ
り
 

「花
と

緑
の
市

」
 

△
と
き
 
四
月
二
二
日

（
木
）
 

ー
二
十
五
日
（
日
）
ま
で
 

△
と
こ
ろ
 
市
庁
舎
前
「
お
祭
 

り
広
場
」
 

行
事
内
容
 

△
庭
園
樹
な
ど
展
示
即
売
会
 

一
般
庭
園
樹
、
盆
栽
、鉢
花
類
、
 
 

園
芸
用
品
 

△
第
三
回
市
民
植
樹
祭

△
苗
木
の
無
料
配
布

対
象
は

一
般
市
民
。
 

樹
種
、
ク
ロ
マ
ツ
。
 

コ
ノ
テ
ガ
シ
ラ
。
 

△
接
木
、
さ
し
木
技
術

講
習
会
 
一
般
市
民
を
 

対
象
に
四
月
一
一
 

四
日

（土
）
午
 

後

一
時
か
ら
市
 

民
文
化
会
館
二
階
会
議
室
で
 

ム
緑
化
相
談
所
を
開
設
 

会
期
中
、
 一
般
市
民
を
対
象
 

に
会
場
内
で
開
設
 

△
花
と
緑
の
交
換
会
 

一
般
市
民
を
対
象
に
、
会
期
 

中
、
会
場
内
で
お
こ
な
う
 

△
緑
の
羽
根
募
金
 

緑
の
期
間
中
 

国
民
年
金
 

四
月
末
日
が
納
期
限
 

昭
和
五
十
年
度
分
の
か
け
金

を
ま
だ
納
め
て
い
な
い
人
は
お

り
ま
せ
ん
か
。
 

か
け
金
を
納
め
て
い
ま
せ
ん

と
、
将
来
老
齢
年
金
が
う
け
ら

れ
な
か
っ
た
り
、
け
が
や
ご
主

人
が
死
亡
し
た
と
き
な
ど
に
障

害
年
金
や
母
子
年
金
な
ど
が
う

け
ら
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す

か
ら
、
か
け
金
は
四
月
末
日
ま

で
に
納
め
る
よ
う
に
し
て
く
だ

さ
い
。
 

ま
た
四
月
末
日
を
過
ぎ
ま
す

と
か
け
金
は
、
直
接
社
会
保
険

事
務
所

へ
納
め
る
か
、
納
付
書

で
銀
行
や
郵
便
局
に
納
め
る
こ

と
に
な
り
ま
す
の
で
大
変
手
数

が
か
か
り
ま
す
。
 

あ
な
た
の
住

所
が
 

変
わ
っ
た
ら
 

す
ぐ
郵
便
局
へ
も
 

四
月
は
転
勤
、
ご
就
職
、
ご

入
学
、
ご
結
婚
等
住
所
が
お
変

わ
り
に
な
る
こ
と
が
多
い
時
期

で
す
。
こ
の
よ
う
な
と
き
は
郵

便
局
へ
転
居
の
届
け
を
し
ま
し

ょ
・フ
。
 

転
居
届
の
用
紙
は
郵
便
局
の

窓
口
に
あ
り
ま
す
し
、
市
役
所

の
窓
口
に
も
備
え
て
あ
り
ま
す

か
ら
ご
利
用
く
だ
さ

い
。
 

従
来
軽
自
動
車

税
は
、
四
月
一
日

が
課
税
す
る
期
日

で
あ
り
ま
し
た
が

三
月
分
の
ナ
ン
バ
 

ー
異
動
届
が
、
陸

運
局
よ
り
四
月
一

〇
日
頃
送
達
さ
れ

て
ま
い
り
、
そ
の

間
の
異
動
調
整
が

順
調
に

い
か
な
い

た
め
に
、
今
迄
皆

様
に
ご
迷
惑
を
お

か
け
し
て
お
り
ま

し
た
の
で
、
こ
の

際
従
来
の
納
期
限

四
月
三
〇
日
を
五

月
三

一
日
に
変
更

し
た
も
の
で
す
。
 

ど
う
か
納
期
限
 
 

▲
転
居
届
に

つ
い
て
次
の
こ
と

に
ご
注
意
く
だ
さ

い
。
 

●

郵
便
局
か
ら
の
転
送
は

一
年

間
だ
け
で
す
。
 し
た
が
っ
て
、
 

転
送
を
う
け
た
郵
便
物
の
差
出

人
に
は
、
新
住
所
を
通
知
し
て

お
く
こ
b
が
必
要
で
す
。
 

●

転
居
の
際
に
転
居
届
を
出
さ

な
い
と
旧
住
所
宛
の
郵
便
物
は
 

「転
居
先
不
明
」
 
と
して
差
出

人
に
返
さ
れ
ま
す
。
 

（
五
所
川
原
郵
便
局
）
 

を
お
ま
ち
が
い
な
く
、
納
期
内

完
納
に
ご
協
力
を
お
願

い
い
た

し
ま
す
。
 

ク女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

ク
ラ
ブ
員
の
募
集
 

の
お
知
ら
せ
）
 

市
内
の
女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

愛
好
者
で
は
、
日
頃
の
運
動
不

足
の
解
消
と
体
力
づ
く
り
を
す

す
め
る
た
め
に
、

ク
ラ
ブ
員
を

募
集
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
氏

名
、
年
齢
、
住
所
を
書
い
て
お

気
軽
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
 

練
習
時
期
、
場
所
な
ど
は
、
後

日
決
定
し
ま
す
。
 

申
込
先
 
市
教
育
委
員
会
 

（
太
陽
と
雪
の
課
）
 

(
T
E
L

④

3
1
9
2
)
 

「おしらせ 
角渡五所川原市特別有鉦融資制度 

五所川原商工会議所
五 所 川 原 市 

一ー～ー一．ーノ 

を
開
催
 

暦E 
、 行事や予定は （ 

『費(4321j 

名 	祢 
五所川原市 中小企業不況 
対策資金特別保証融資 

五所川原市 中小企業近代
化資金特別保証融資 

⑧ 制 	度 ⑧ 	制 	度 

融 資 総額 12,000万円 8,000万円 

取扱金融機関 

青森銀行、青和銀行、弘前 
相互銀行、津軽信用金庫、 
東奥信用金庫、青森県信用 
組合、各支店 

左に同じ 

融資 対 象 

市内に主な事業所を有し、 
1 年以上継続して同一事業 
を営む中小企業者で、中小 
企業信用保険法の適用をう 
ける業種。 

左記のほか、企業の近代化
と経営の安定のための長期
資金を必要とする者。 

融
 

資
 
条
 
件
 

資 金 の 
イ吏 	う金 運転資金、設備資金 左に同 じ 

保証料 保証料 年利率 1.04 % 左 に 同 じ 

融資額 1 企業にっき 500万円以内 1企業にっき1,000万円以内 

融資期間 
および 

返済方法 

3 年以内 

割賦又は一時払 

7 年以内、原則として割賦 
返済 
l設備資金にっいては 6 カ、 
、月以内の据置を含む 	ノ 

保 証 人 

才と,よび 

担 	1呆 

保証人は 1 名以上 
担保 必要に応じて徴収 左 に 同 じ 

申込受付期間 
昭和51年 4 月 1日から 
昭和52年 3 月31日まで 左 に同 じ 

中込先および 
手 	続 	き 

申込先 	各金融機関 
信用保証協会 
商工会議所 

提出書類 	申込書 1 音β 
左 に 同 じ 

備
 
考
 

ご利用できない業種 

農林漁業 
穀作、果樹栽培、養豚養鶏業、 
造園業、育林業、狩猟業、水産 
養殖業（こい、ます、金魚） 
飲 食 業 

キ協籍範話丁警漕 
るもの） 

金融、保険、土地売買、サ 
ービス業 
劇場、ダンスホール、パチンコ 

ま舞騒ノ教習、そろばん塾 

左 に 同 じ 

軽自動車税の納期が4月から 

5月に変更になります 

あ
す
な
ろ
に
負

け
ず

に
伸
ば

そ
う
無
事
故

の
記
録
 

広
報
紙
の
早

期
配
布
に
ご
協
力
願
い
ま
す
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